
 

 

2023年 3月 8日 

各 位 

 

「第 8回 いよぎんビジネスプランコンテスト」の受賞者が決定！ 

～地域経済の活性化、雇用創出に繋がる 48件の応募プランの事業化をサポート～ 

 

株式会社伊予銀行（頭取 三好 賢治)は、「第 8回 いよぎんビジネスプランコンテスト」に応募い

ただいたビジネスプラン 48件から、7件の受賞者を決定しましたので、下記のとおりお知らせいたし

ます。 

 このコンテストは、地域経済の活性化、雇用創出に繋げることを目的に、愛媛県内の法人や個人の皆

さまを対象に革新的・創造的なビジネスプランを募集したもので、厳正な審査の結果、最優秀賞 1 件、

部門賞 2件、奨励賞 4件を決定いたしました。 

なお、応募いただいたプランについては、事業化や事業規模拡大に向けて、いよぎんグループが協力

してサポートいたします。 

 
記 

 
○「第 8回いよぎんビジネスプランコンテスト」受賞者 

項   目  内   容 

最 優 秀 賞 
〔受賞者〕株式会社 USUi様 

〔贈呈品〕賞金 100万円 

部 門 賞 

【スタートアップ部門】 
〔受賞者〕株式会社 olga lab.様 

〔贈呈品〕賞金 30万円 

 

【シード部門】 

〔受賞者〕久万高原ブルーイング様 

〔贈呈品〕賞金 30万円 

奨 励 賞 

〔受賞者〕株式会社 cogration様  
株式会社 MOriTO Farming様 
森重 正浩様 
周 子明様 

〔贈呈品〕各賞金 5万円 

※受賞者のプランは別紙をご参照ください 

以 上  

 
 
 
 
 
 

【本件に関するお問い合わせ】伊予銀行地域創生部（担当:髙村） TEL（089）907-1074（内線 3456） 

ＮＥＷＳ ＲＥＬＥＡＳＥ 



 
 
〈受賞者プラン〉 

プレゼン者名 地域 発表内容 

【スタートアップ部門】 

株式会社 cogration 

代表取締役 市川 洋 

松山市 

＜ＸＲ技術を活用した外科手術教育ＤＸ事業 若手外科

医の早期教育を目指して＞ 

外科手術教育ＤＸ事業を推進するため、若手外科医の

方々の早期教育をゴールとして、ＤＸの第 1段階ではＸ

Ｒ技術を活用して新たな外科手術教材システムの企画・

開発を始める。 

【スタートアップ部門】 

株式会社 MOriTO Farming 

代表取締役 越智 滋彦 

今治市 

＜“50年後もこの街に農業を”守り人×地域資源×ブラン

ディング 地元農業に産業としての“生き残り”をかけた

収益化モデルの構築を＞ 

自社若手従業員を守り人(MOriTO)としてブランディング

し、同ブランドを地区の後継者と位置づけ、先達の園地を

承継、味と技術の守り人として、販売面でのイメージ向上

に繋げる。 

【スタートアップ部門】 

株式会社 olga lab. 

代表取締役 畑中 眞優子 

松山市 

＜地域人材を活かすための次世代型就労支援 地域経済に

介入×専門性×ＤＸテクノロジーを融合した愛媛モデルで

全国展開を目指す＞ 

働く意欲はあるが、疾患や障がいがある住民に対し、「地

域経済に介入×専門性×テクノロジーの融合」で個別性と

連携に特化した新たな雇用支援のビジネスモデルを展開す

る。 

【スタートアップ部門】 

株式会社 USUi 

代表取締役 白石 康貴 

新居浜市 

＜「海・川・湖」の浮力を動力源とする安定した再生可能

エネルギーの事業化＞ 

えひめから世界へ！「水から得られる浮力」×「株式会社

ＵＳＵｉの創造力」＝「ＧＯＭＥＳ」 

全世界の海・川・湖が浮力発電所に。脱炭素社会の実現を

目指す！ 

【シード部門】 

今治市地域おこし協力隊 

森重 正浩 

今治市 

＜大島のランドスケープに調和する未来の展望デッキ＞ 

今治が誇る食材をふんだんに活用した、生産者の想いが伝

わるストーリー仕立てのフランス料理店を、ゆっくり楽し

んで頂けるレストランを建造する。 

【シード部門】 

愛媛大学大学院理工学研究科 

生産環境工学専攻機械工学コース  

周 子明 

松山市 

＜光合成微生物による水浄化システム＞ 

好熱性細菌を利用して排水中の色と貴金属を除去するシ

ステムを開発して販売する。この細菌は光合成を行うこと

ができるもので、排水処理のカーボンニュートラルに貢献

できる。 

【シード部門】 

久万高原ブルーイング 

代表 直木 志乃 

久万高原町 

＜久万高原町産ホップが特別を演出！みんなの乾杯を創

りたい！クラフトビールプロジェクト＞ 

高原の町で特別な乾杯を！久万高原町産の自家製フレッ

シュホップを使ったクラフトビールの販売と、四国に現在

ないホップの収穫体験プログラムを提案します。 

 

別紙 


